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【はじめに】
グローバル化が急速に進み、社会の在り方が急

速に変化し始めている現代社会。地球環境問題等
や民族間対立、貧困等、次世代に積み残した様々
な解決すべき問題を抱えている。このような変化
の激しい社会に対応し、自分の未来を自ら切り開
いていける子どもたちを育成するために、どのよ
うな力を、どのように育成することが求められる
のだろうか。
次期学習指導要領改訂に向けて、平成26年11

月に文部科学省（以下、文科省）から中央教育審
議会（以下、中教審）に対し「初等中等教育にお

ける教育課程の基準等の在り方について」の諮問
が出された。
諮問文の中で文科省は、新しい時代に必要と

なる資質･能力の育成の取組例として、OECD
が提唱するキー ･コンピテンシー育成や、論理
的思考力や表現力、探究心等を備えた人間育成
を目指す国際バカロレア・カリキュラム、ユネ
スコが提唱するESD（Education for sustainable 
development：持続可能な開発のための教育）な
どを挙げ、これらの取組が、（1）ある事柄に関
する知識の伝達だけに偏らず、（2）学ぶことと
社会とのつながりをより意識した教育を行い、

概要：次期学習指導要領で初等中等教育でも導入されると考えられるアクティブ・ラーニングに関し
て、探究のモチベーションが持続するような「自分事」の課題設定の指導方法について、小学校におけ
るESD環境教育の教育実践を通して方法の検討と効果の検証を行った。調査は、宮崎県で初めてユネ
スコスクールに認定された綾小学校 4年生の総合的な学習の時間において、導入の体験活動としてのネ
イチャーゲームが、児童の課題設定にどのような効果があるのか、について児童の記録したワークシー
トや作成した新聞に記載されている内容から検討した。その結果、ネイチャーゲームによって児童が自
然に強い興味関心を示し、それぞれの関心を基に自分自身の課題を設定でき、調べたい動機についても
しっかり書けていた。また、自分で立てた課題を夏休みの自由研究で探究する児童も見られたことか
ら、「自分事」の課題設定への効果が大きいと考えられた。身近な自然を題材として観察・実験をする
ことで、「内容」だけでなく「科学的手法」を教えることが可能となり、理科と連動させることで科学
的リテラシーの育成につながることが考えられる。
学校でESDに取組むことは、ESDが身近でリアルな問題をテーマとするので、児童の意識は集中し

やすいという利点が挙げられる。しかし、身につけさせるべき資質・能力を明確にしないままで、探究
の導入のための手法としての「体験」が、体験内容自体が目的となり、単なる体験活動に終止してしま
うことも起こりうる。ESDは、アクティブ・ラーニングを具現化する教育プログラムと位置付け、内
容に流されすぎず、学び方・教え方の変容を求めるものであることを再確認する必要がある。

ユネスコスクール綾小学校におけるESD環境教育の実践
－アクティブ・ラーニングのための課題設定における自然体験の効果
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（3）子供たちがそうした教育のプロセスを通じ
て基礎的な知識･技能を習得するとともに、（4）
実社会や実生活の中でそれらを活用しながら自ら
課題を発見し、（5）その解決に向けて主体的･協
働的に探究し、（6）学びの成果等を表現し更に
実践に生かしていけるようにする、という共通し
た視点を持っているとしている（文科省、2014）。
また、このような学びの質や深まりを重視するた
めには、課題の発見と解決に向けて主体的･協働
的に学ぶ学習（いわゆる「アクティブ・ラーニン
グ」）や、その指導方法等の充実が必要であると
している。
このような資質・能力の育成については、現行

の学習指導要領の「確かな学力」にみることがで
きる。平成22年11月に文科省が作成した「今、
求められる力を高める総合的な学習の時間の展開
（小学校編）」は、総合的な学習の時間によって、
児童が課題の発見と解決に向けて主体的･協働的
に学ぶようになり、そのために教師には、地域や
学校、児童の実情にあわせてカリキュラムの編
成、見直し、改善する力が求められるとし、アク
ティブ・ラーニングとカリキュラム・マネジメン
トの連動が必要であることを示唆している。
国際機関ユネスコが管轄機関となり世界的に取

り組まれているESDは、文部科学省がユネスコ
スクールを国内のESD拠点と位置付け、この10
年ほどの間に20校ほどから939校（2015年 6 月
現在）にまで数を増やし、ESDを推進してきた。
日本ユネスコ国内委員会は、すでに現行の学習指
導要領にESDの観点が盛り込まれていることを
明示し、「教育基本法とこの新しい学習指導要領
等に基づいた教育を実施することによりESDの
考え方に沿った教育を行うことができる」として
いる（文部科学省、2013）。 手島（2015）は、ユ
ネスコスクール東雲小学校及び、同・八名川小学
校の教育実践をもとに、学校教育におけるESD
は総合的な学習の時間のねらいと合致し、ESD
によって（1）知識理解中心の教育から探究的で
学び方そのものも重視される教育へ、（2）教科
中心の教育から教科横断的・総合的な教育へ、の
2点で教育の質的転換が進みつつあるとし、その
ために、（3）総合的な学習の時間を中心とした

ホールスクールアプローチの具現化、（4）「知識
の伝達者」から「学習コーディネーター」として
子どもの学ぶ心に火をつけ、学習の方向性を与
え、様々な人や事実との出会いや発表の場を準備
するといった教師の役割の転換、が大切になる事
としている。一方で、ESDの概念が非常にわか
りにくく認知度が低い（阿部、2009）ため、教育
現場でESDがあまり理解されていない現状があ
り、手島（2015）はESDに取り組むユネスコス
クールでさえ、25％しか学習・指導方法の転換ま
で到達していないことを危惧している。
以上のことから、学校教育におけるESDは、

単に環境や人権、国際理解などのユネスコの理念
に沿った題材を知識として取り扱うだけでなく、
学びのプロセスを重視した児童主体の協働的な課
題解決学習となるような、総合的な学習の時間の
理念に沿った授業展開が不可欠であるといえる。
総合的な学習の時間では、（1）課題の設定、（2）
情報の収集、（3）整理・分析、（4）まとめ・表
現、の探究プロセスを、繰り返し指導することが
求められる。一方で、児童主体的な学びを継続さ
せ、アクティブ・ラーニングとなるためには、「自
分事の課題設定」が必要となるが、そのためには
体験活動を効果的に活用する事が必要となる。
著者の遠藤は、科学教育とESDの観点から、

10年以上前より、小学校におけるESDの視点を
持った環境教育（以下、ESD環境教育）に取組
んできた。沖縄県座間味村の慶留間小学校および
阿嘉小学校の総合的な学習の時間（以下、総合的
学習）では、身近な自然としてニホンジカの亜種、
天然記念物ケラマジカの研究を通した児童の主体
的・協働的な課題解決学習の研究実践を行ってい
る（遠藤ほか、2010）。また、宮崎県においても、
いくつかの小学校で身近な自然環境を活用した探
求型学習の実践研究を行い（遠藤ほか、2012；遠
藤ほか、2013；遠藤ほか、2014）、自然の中で児
童がそれぞれの経験・体験・知識に基づいて、自
由な発想で課題と仮説を構築できることを明らか
にした（遠藤ほか、2014）。また、ユネスコスクー
ル綾小学校における実践研究では、自然の中に児
童自らが課題を発見することから始まるプロセス
重視の課題解決学習の利点として、自然の中には
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無限のテーマがあり、体験活動によって児童が課
題設定をしやすいことを明らかにした（遠藤ほか、
2015）。しかし、アクティブ・ラーニングの実現
のための課題設定の指導方法についてはさらなる
研究が求められる。
そこで本研究では、小学校の総合的な学習の時

間におけるESD環境教育実践を通して、児童が
主体的に学び続けるアクティブ・ラーニングを実
現するための「課題設定」における体験活動の有
効性ついて検証する。

【調査地】
宮崎県綾町は、大淀川の支流・本庄川上流にあ

る中山間地域であり、町の総面積9521haのうち
80％が森林に覆われている。町内には多くの日本
固有種で構成される照葉樹自然林が国内では最大
規模で残されており、特別天然記念物ニホンカモ
シカや天然記念物イヌワシなど貴重な動物も生息
している（林野庁、2012）。また綾町は、産業形
態の変化に伴う過疎化が深刻な問題となった40
年以上前から、有機農業に着目して「人と自然の
共存」を目指した町政に取組み、昭和63年 7 月
には「自然生態系農業の推進に関する条例」を制
定し、自然生態系農業の町づくりに生産者、農協、
町が一体となって取り組んでいる（綾町、2011）。
このような自然と人が調和した地域の在り方が評
価され、2012年 7 月には綾町を中心としたエリ
アがユネスコ（UNESCO）のBiosphere Reserve

（BR：生物圏保存地域）に登録され、綾ユネス
コ・エコパークが誕生した。エコパーク登録に
伴い、2014年には町立綾小学校および綾中学校
が宮崎県内初のユネスコ・スクール（UNESCO 
associated school）に認定された。

<綾町立綾小学校>
I　綾小学校の総合的な学習の時間
綾町立綾小学校（南正覚雅士校長）では、ふる

さと教育「てるは教室」を総合的な学習の時間に
取組み、第 3学年は歴史や産業、第 4学年は自然
環境、第 5学年は自然生態系農業、第 6学年は福
祉とテーマを決め、体験的な学習を実施してい
る。また、ESDの視点に立ち、平成26年度から

研究主題を「主体的に学ぶ力を高め、自らふるさ
とにはたらきかける児童の育成〜生活科・総合的
な学習の時間の指導を通して〜」として研究に取
り組み、ユネスコエコパーク綾町のよさを生か
し、自ら課題を見つけ、主体的に学習を展開でき
る児童の育成を目指している。下記に綾小学校の
平成27年度の研究主題、設定理由、目標、研究
仮説などを示す。

<綾小学校の研究主題>
1 研究主題及び副題
主体的に学ぶ力を高め、自らふるさとにはたら

きかける児童の育成 
〜じっくりと考えさせる場の設定と、児童の探

究意欲が継続する単元計画の工夫を通して〜

2本研究で目指す児童の姿
・自ら課題を設定し、主体的に課題を追求する児
童 

・地域にある「ひと・もの・こと」とのかかわり
を通して、ふるさとに誇りをもつ児童

3 研究の目標
地域の人とのかかわり自然とふれあいながら、

主体的に学ぶ力を高め、「ふるさと綾」への思い
や考えを深め、自らふるさとにはたらきかける児
童を育くむための指導の在り方はどうあるべき
か、じっくりと考えさせる場の設定と探究意欲が
継続する単元計画の工夫に重点をおいた生活科・
総合的な学習の時間の指導を通して、問題解決的
な学習の指導方法を究明する。

4 研究仮説
地域学習を核とし、問題解決的な学習活動を展

開すれば、児童が自ら課題を設定し、追究しよう
とする姿が見られ、主体的に学び、自らふるさと
にはたらきかける児童を育成できるであろう。

<昨年度の取組み>
第 4学年の単元「調べよう、伝えよう、ふるさ

と綾（40時間）」については、平成25年度の授業

遠藤・櫛間・西田・南正覚：ユネスコスクール綾小学校におけるESD環境教育の実践－アクティブ・ラーニングのための課題設定における自然体験の効果
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の省察を基にして、体験活動の流れを変更する
など、年間計画の見直しを行った。とくにネイ
チャーゲームに関して、「自らの課題設定」への
効果が大きいことが省察より明らかになったの
で、平成26年度は実施時期を12月から 5月へと
変更し、導入としての効果を検証した。その結
果、ネイチャーゲームによって児童が自然に対し
て強い興味関心を示し、多くの児童にとって、自
分自身の興味関心に基づいた課題設定は可能であ
り、その理由も併せて表現できることが明らかに
なった（遠藤ほか、2015）。また、児童一人ひと
りの課題すべてを一人の教員が限られた時間の中
で指導することは不可能であるため、課題を設定
していくプロセスの中に、「体験」→「思考の可
視化」→「課題設定・調査方法」→「発表」→
「課題の再設定」という小さなPDCAサイクルを
児童に経験させることを優先し、実際の調査研究
は保護者同伴という条件をつけて夏休みの自由研
究につながるよう促した。設定した課題と夏休み
の自由研究の課題との関係性については十分な情
報を得られなかったが、5月のネイチャーゲーム
で興味を持った「葉がどうして土になるか」とい
う課題を、2月の段階でも「まだ調べたい」とモ
チベーションを持ち続けている児童がいたことか
ら、ネイチャーゲームによって設定した「自らの
課題」の持続性が示唆された（遠藤ほか、2015）。

平成27年度　第4学年「守ろう！ぼくら
のふるさと綾（40時間）」

（1）平成27年度の年間計画と実践
平成26年度「守ろう！ぼくらのふるさと綾（40

時間）」と基本的な流れは同じであるが、体験が
多すぎて児童が思考する時間を確保できないとい
う省察から、今年度は綾町女性の会による「水を
守る活動」を割愛した。また、計画していた河川
調査（国交省）が、天候不良により実施できな
かったため、学校周辺の水質調査を南九州大学人
間発達学部のサポートを得て実施した。また、ネ
イチャーゲームは、その後の授業が川を中心に
展開されるため、指導者と事前に打ち合わせて
「水」へ意識がいくプログラムを入れてもらうこ
とにした。平成27年度は 4年生担任の櫛間和代

教諭、西田剛人教諭が授業を担当し、遠藤がアド
バイザーとして必要に応じて参加した。

1.発見！ふるさと綾の素敵な自然（7時間）
①綾の自然について知っていることを話し合う
（時数 1）

②利き水大会を行う（時数 1）
③ネイチャーゲーム活動（時数 4：ネイチャー
ゲーム協会）

④てるは学習について話し合い、見通しをもつ
（時数 1）

2.調べよう！ふるさと綾の自然（16時間）
①ウナギ・モクズガニの放流活動を行う（時数

2）
②綾の自然の豊かさについて調べる課題を設定
し、計画を立てる（時数 3）

③調べたことを発表する（時数 2）
④水質調査を行う（時数 4）
⑤綾の水質についてまとめ、水質マップを作成
する（時数 4）

⑥これまでの活動の振り返り、綾の水の現状を
理解する（時数 1）/ 研究授業

3.守ろう！ふるさと綾の自然（7時間）
①綾で行われている自然を守る活動を調べる
（時数 2）

②調べてわかったことを発表する（時数 2）
③綾の自然を守るために自分たちができる事を
考える（時数 1）

④自分たちができる保全活動を実践し、報告し
あう（時数 2）

4. 伝えよう！ふるさと綾（10時間）
①これまでの活動を振り返る（時数 1）
②活動を通して学んだことをまとめる（時数 3）
③まとめたことを発表する（時数 6）

【調査方法】
（1）「水」への意識付けに関するネイチャーゲー

ムの効果
ふりかえりシートの質問事項の中で、課題設定
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に関する質問①と質問②について、ネイチャー
ゲーム直後に児童が記載した内容から、「水」ま
たは「水辺の生きもの」に関する記述を抽出し、
ネイチャーゲームの効果を検証する。調査対象は
4年 1組の児童とする。なお、ふりかえりシート
の質問項目は、①発見したこと不思議だとおもっ
たことは何ですか?、②知りたいこと、調べたい
ことは何ですか?、③分かったことで教えたいこ
とやこれから自分たちでやっていきたいことは何
ですか?、の 3点であった。

（2）自由研究の課題とネイチャーゲーム
4 月から12月までの総合的な学習の時間を振

り返って児童一人ひとりが作成した新聞から、ネ
イチャーゲーム及び自由研究、感想に関する記述
を抽出し、ネイチャーゲームと自由研究の課題の
共通性について明らかにする。調査対象は 4年 2
組の児童とする。

【結果】
（1） 「水」への意識付けに関するネイチャーゲー

ムの効果
ふりかえりシートの質問事項の中で、課題設定

に関する質問①と質問②について、ネイチャー
ゲーム直後に児童が記載した内容を表 1にまと
めて示す。「水」または「水辺の生きもの」に関
する記述には下線を記している。それぞれの児童
に、自分自身の不思議や発見があることが読み取
れ、調べたい事と理由がしっかりと書かれている
ものも多くみられた。32名の児童のうち、未記
入者 2名を除外した30名について、「水」に関す
る記述があったものが16名、カニやアメンボな
ど水辺に住む生物名を記述したものが 5名、合計
21名（70％）が「水」もしくは「水辺の生きもの」
に関する記述をした。残り 9名（30%）には、ネ
イチャーゲームで取り扱った植物やキノコ等に関
する記述が見られたものの、「水」もしくは「水
辺の生きもの」に関する記述は見られなかった。

（2）自由研究の課題とネイチャーゲーム
4 月から12月までの総合的な学習の時間を振

り返って児童一人ひとりが作成した新聞から、ネ

イチャーゲーム及び自由研究、感想に関する記述
を抽出して児童毎に表 2にまとめた。児童37名
中31名に夏休みの自由研究に関する記述がみら
れ、2名は内容の記述がなく、残り 4名は記事自
体が見られなかった。31名の自由研究の研究方
法については、「実験」が 5名、「観察」が24名、

「図書等による調べ」が 2名であった。「図書等に
よる調べ」の 2名については、天候不良のため予
定していた調査ができなかったためであった。
つぎに、ネイチャーゲームと自由研究に同じ研

究対象の記述がみられた児童は、31名中10名で、
内訳はカニ（4名）、鳥（2名）、キノコ（1名）、
魚（1名）、葉っぱ（1名）、虫（1名）であった。
また、ネイチャーゲームの記事に記述がみられな
いものの、関係する課題で自由研究を行った児童
が14名で、内訳は、魚（8名）、葉っぱ（1名）、
虫（2名）、鳥（2名）、カニ（1名）であった。
ネイチャーゲームとは直接関連のない課題をたて
た児童は 7名で、内訳は、家の周囲にいる「カブ
トムシ」や「クワガタ」、栽培している「アサガ
オ」や「マリーゴールド」などであった。c 8 の
児童の記述には、ネイチャーゲームで見つけた黄
緑の石について仮説を立て、「ぼくが考えた仮説
を調べてみたいと思っています」とあり、最初の
疑問を持ち続け、科学的に解明したいという様子
がよみとれる。

【考察】
本研究は、宮崎県で初めてユネスコスクールに

認定された綾小学校の第 4学年の「総合的な学習
の時間」で取り組む「調べよう、伝えよう、ふる
さと綾（40時間）」について、ESDの観点から、
状況に応じた授業の進め方や内容を教員とアドバ
イザーが協議をし、授業展開した結果を解釈し、
授業後に再び協議するという、フィードバックを
繰り返すように授業を展開した。
年間計画では、今年度もネイチャーゲームを始

めの部分に設定し、まず、児童一人ひとりが自分
事の課題設定ができる「スキル習得」を目指した。
ネイチャーゲームふりかえりシートを見ると、児
童一人ひとりが、興味関心に基づいて自分なり
の「課題設定」ができていることがわかる。調べ
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表1　ネイチャーゲームふりかえりシートの記載内容（4年1組）
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表1のつづき
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表2　ネイチャーゲームの気づきと自由研究の課題
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たい動機についても、ほとんどの児童が記述して
いることから、児童にとって探究の必然性のある
「自分事」の課題設定ができていると考えられる。
また、川の魚を対象とする児童が多いことは、普
段から釣りや水泳等で川に親しんでいる綾町の子
どもたちの特性を示しているといえるが、好きな
ことを課題とすることでモチベーションがあが
り、探究活動の継続が可能になるともいえる。こ
のような学び方の論理的背景は、学習指導要領改
訂のプロセスのなかで、まさに議論されていると
ころである。
次に、ネイチャーゲーム後に設定した課題は、

時間的・物理的な制約により、総合的学習の授
業内で探究することは想定していなかった。し
かし、宿題という義務でなく「夏休みの自由研
究でやっても良い」と指導することで、結果的
に31名の児童が自由研究の記述をし、24名の児
童がネイチャーゲームと関連した課題を研究して
いた。なかには、c 8 の児童のように、自由研究
では「魚の行動観察」という自分で実現可能な課
題を研究したが、ネイチャーゲームで見つけた
「黄緑の石」の事がずっと気になっていて、自分
で仮説を立て、「ぼくの立てた仮説を調べてみた
い」といった、探究のモチベーションが長期間持
続している児童が毎年見られる。このことは、総
合的学習の時間に必ずしも解決できる課題だけで
なく、すぐには取組めない課題を敢えて設定する
ことが、アクティブ・ラーニングの実現のために
効果的であるとも考えられる。一方で、科学的な
探究の手順はしっかりと習得させる必要があるの
で、すぐには取組めない課題で、かつ調査方法等
を考えやすい課題に取組ませることが中学年では
重要となると考える。
自由研究の研究方法については「観察」が24

名とほとんどを占め、「実験」「図書等」はそれぞ
れ 5名と 2名であった。「図書等」の 2名につい
ても、天候不良が原因で計画していた観察ができ
なかったということであり、すべての児童に科学
的な手法で課題解決に取組む姿勢および態度がみ
られた。小学校理科は、3年生で「比較」、4年
生で「関連づけ」、5年生で「条件制御」、6年生
で「推論」と、徐々に科学的リテラシーを習得し

ていく構造になっている。対象が自然ということ
もあり、4年生では「観察」が多くなることは予
測されるが、高学年で実施する際には、条件制御
が求められる「実験」という手法をとる児童が増
えるよう指導する事で、理科との関連性が強くな
ると考えられる。
学校でESDに取組むことは、ESDが身近でリ

アルな問題をテーマとするので、児童の意識は集
中しやすいという利点が挙げられる。しかし、身
につけさせるべき資質・能力を明確にしないま
まで、探究の導入のための手法としての「体験」
が、体験内容自体が目的となり、単なる体験活動
に終止してしまうことも起こりうる。このこと
は、学習指導要領改訂の中でまさに議論されてい
ることと重なる。
文科省の諮問を受けた中教審による次期教育課

程の議論が進むなか、平成27年 8 月26日に中教
審・初等中等教育分科会・教育課程企画部会は、
教育課程議論の「論点整理」を公表した（中教審、
2015）。この論点整理では、育成すべき資質・能
力を明確にし、学習指導要領等の理念を実現する
ために必要な方策として「アクティブ・ラーニン
グ」の意義を強調した上で、単に形式的な対話型
授業に留まらず、質の高い学びに転換するために

「カリキュラム・マネジメント」との連動が求め
られるとし、「アクティブ・ラーニング」と「カ
リキュラム・マネジメント」という二軸に沿った
学習指導要領の構造化のイメージが示されている

（文科省、2015）。
この論点整理では、総合的な学習の時間につい

て、「変化の激しい社会に対応して、自ら課題を
見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、
よりよく問題を解決する資質や能力を育成するこ
となどをねらいとしており、各教科等で行われる
基礎的・基本的な知識・技能の習得や学習活動等
を前提としながら、実社会や実生活との関わりを
重視した、教科横断的・総合的な探究活動等を行
うものである」とし、「次期改訂に向けた学習指
導要領の構造化の観点からは、総合的な学習の時
間における教科横断的な学びと、各教科における
学習を相互に関連付けながら充実を図っていくこ
とが、育成すべき資質・能力を身に付けていくた
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めの重要な鍵となる」とされ（文科省、2015）、
総合的学習の意義は今後益々大きくなっていくこ
とが予想される。
高等教育で先行した課題解決学習（アクティブ・

ラーニング）の導入であるが、次期学習指導要領
で初等中等教育でも導入されることはほぼ確実で
ある。教育現場でアクティブ・ラーニングを実現
するためには、ESDで扱う内容をいかに一人ひ
とりの「自分事」の課題に落とし込めるかがカギ
を握る。そのためには、一人ひとりの学びの状態
を把握し、状況に応じた策を柔軟性を持って講じ
ることが必要となる。
綾小学校の 4年生では、次年度の総合的学習の

年間計画の見直しを行っている。この中で、ネイ
チャーゲームは、水と森との関わりという内容の
つながりの観点から、実施時期を遅らせるという
案がある。一方で、課題設定のスキル習得という
観点から、現行の早い時期が良いという考えもあ
る。内容ベースとスキルベースの間で意見の違い
が生じているが、一つの解決案として、導入的な
ネイチャーゲームを前半に、森とつなげる探究型
のネイチャーゲームを後半に実施するという考え
も出て来た。ポイントは、教員同士が、児童にど
のような資質・能力を、いつ、どのような手法で
育成するのかを共有することで、そのための話し
合いを随時行うことである。言い換えると、教師
自身が教師としてアクティブ・ラーニングをし続
けることが求められている。
総合的な学習の時間を課題解決学習として指導

することは、ESDを推進するユネスコスクール
にだけ求められていることではない。次期指導要
領に向けて、アクティブ・ラーニングへも対応で
きる準備をしておくことが教員には必要である。
南九州大学人間発達学部では、環境教育を通して、
自然を学習素材とした課題解決学習に取り組んで
おり、教員養成の段階から課題解決学習の指導法
を体得しておくことが重要であると考える。
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